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平成 23年度 厚生労働省 

特定看護師（仮称）業務試行事業 申請書 

 

                                     平成 23年 3月 24日 

 

厚生労働省 チーム医療推進会議 

チーム医療推進のための看護業務検討ワーキンググループ 御中 

 

申請施設名：  飯塚病院                  

管理責任者：  田中 二郎                   

  

所在地： 福岡県飯塚市芳雄町 3番 83号 

連絡先：Tel   ： 0948-22-3800 

      E-mail： ksudoh1@aih-net.com 

担当者： 須藤 久美子 

             

以下について、特定看護師（仮称）業務試行事業に申請いたします。 

Ⅰ）実施施設について 

施設名 

 飯塚病院 

施設の概要 

代表者名 院長 田中二郎 

病床数 （ 1,116  ）床 

診療科目 

肝臓内科,呼吸器内科,消化器内科,内分泌･糖尿病内科,血液内科,心療内科,総

合診療科,膠原病･ﾘｳﾏﾁ内科,腎臓内科,漢方診療科,画像診療科,精神神経科,小

児科,産婦人科,循環器内科,心臓血管外科,外科,呼吸器外科,小児外科,神経内

科,脳神経外科,整形外科,ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科,皮膚科,泌尿器科,眼科,耳鼻咽喉科,

形成外科,歯科口腔外科,麻酔科,病理科,緩和ｹｱ科 

医師数 （  245   ）名 （非常勤含む） 

看護職員数 （  957   ）名 （非常勤含む） 

 

管理責任者について 

氏名   田中 二郎 

職種 医師  ・  看護師  ・  その他（      ） 

役職  院長 

資料４ 
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安全に係る管理体制について 

安全管理体制に 

係わる組織の有無 

有    無 

  添付資料１ 飯塚病院組織図 

  添付資料２ 飯塚病院医療安全管理基準 

安全管理体制に係る組

織の構成員の人数 

医師（  6   ）名、看護師（  3  ）名 

薬剤師（ 1   ）名、その他（  7  ）名 

安全管理体制に係る組

織の主な構成員（最低医

師 1名を含み、主な構成

員 3名まで記入） 

職種 名前 職位 

医師 鮎川 勝彦 副院長 

医師 福村 文雄 診療部長 

看護師 清成 道子 管理師長 

本事業に係わる 

担当医の人数 
（ 4  ）名 

本事業に係わる 

担当医 

 

名前 診療科 
臨床

経験 

年数    

専門医取得

の有無 

臨床研修指

導医資格の

有無 

安全管理体制

に関わる組織

構成員 

鮎川 勝彦 救急部 30 有  無 有  無  

中塚 昭男 救急部 18 有  無 有  無  

出雲 明彦 救急部 17 有  無 有  無  

山田 哲久 救急部 8 有  無 有  無  

安全管理に係る緊急時

の対応手順（＊院内での

既存のものを添付書類

とすることも可） 

添付資料３：飯塚病院医療安全管理基準 

院内報告制度等の整備

状況（＊院内での既存の

ものを添付書類とする

ことも可） 

添付資料２：飯塚病院医療安全管理基準 

（８.不具合発生時の対応と報告、そのルート） 

 

 

他施設との連携 

安全管理体制に係る他

施設との連携の有無 

 有    無 

※上記質問で「有」を選択した場合のみ下記を記載ください。 

連携施設名  

上記施設との具体的連

携方法 
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Ⅱ）事業対象となる看護師について（※以下は 1名毎に記載） 

「特定看護師（仮称）養成調査試行事業実施課程（修士・研修）」の修了について 

「特定看護師（仮称）

養成調査試行事業実施

課程」の修了状況 

 

修了   修了予定    

上記修了（予定）の 

実施課程名 

日本看護協会 看護研修学校 特定看護師（仮称）養成調査試行事業実施過

程（救急看護） 

 

業務範囲： 

＊業務範囲は「特定看護師（仮称）養成調査試行事業実施課程」において習得した業務・行為のみが対象となります 

実施予定の業務・行為 以下の業務・行為を、医師の包括的指示のもとに実施する。 

1．診療をよりスムーズに行う為の救急患者のアセスメントに必要な下記緊急検査

の実施の決定と一次的評価 

・静脈採血による血液検査 

・直接動脈穿刺による採血 

・感染症検査(インフルエンザ・ノロウィルス等)の実施・結果の一次的評価 

・治療効果判定のための検体検査の実施の決定・一次的評価 

・トリアージのための検体検査の実施の決定・一次的評価 

 ・単純 X線撮影の実施の決定・一次的評価 

・頭部 CT検査の実施の決定・一次的評価 

・腹部超音波検査（外傷初期診療における迅速簡易超音波検査法）の実施の決

定・実施・結果の一次的評価 

2．救命救急処置 

・酸素投与の開始、中止、投与量の調整の判断 

・動脈ラインからの採血 

・動脈ラインの抜去・圧迫止血 

・12誘導心電図検査の実施の決定・実施・一次的評価 

・アナーフィラキシー患者に対する薬剤(一般名：アドレナリン)の選択・使用、

使用後の一次的評価 

・気管支喘息患者の発作時におけるネブライザーの開始、使用薬液の選択 

勤務体制（所属等も含む）： 

雇用体制 常勤   非常勤 

配属部署 看護部      院長（施設長）直属 

診療科      その他（       ） 

主な活動予定場所 

（可能であれば診療科

名も記入） 

病棟（       ） 

外来（ 救命救急センター ） 

その他（      ） 
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・直接動脈穿刺による採血 

・低血糖時のブドウ糖静脈注射の実施の決定と一次的評価 

・心停止のうち心静止、無脈性電気活動の患者に対する薬剤（一般名：アドレ

ナリン）の選択・使用、その後の一次的評価 

・心停止のうち心室細動、無脈性心室頻拍の患者に対する除細動の実施と一次

的評価 

・エスマルヒ、タニケットによる止血処置の実施の決定と一次的評価 

 

 

 

「特定看護師（仮称）養成調査試行事業（修士・研修）」実施課程との連携体制 

・ 病院での実施状況について、看護協会、看護研修学校関係者を含めた会議を実施予定（３回/年） 

・ 日本看護協会 看護研修学校 特定看護師（仮称）養成調査試行事業実施課程の修了生と現状報告会（３

回/年） 

・ 評価表を作成し、病院での実施行為結果を看護協会、看護研修学校にフィードバック予定（随時） 

 
































































































































































